








たらき， s学習ー指導グという教育現象(le(l.rni，‘g teachig ω 仰 educational }杭仰omC-
削除)が展開するという史透しをたて .研失事長題を次の二つKまとめた。
(1)学智一指導という巡動が三事霊祭のいかなる鈎係にかいて成立するかを追究する ζと。





















































































































いうζ とは.どういう乙となのかを明らかにする。しかも， ζの問題は， 1 ， 2 ， 3の「議議の
究明を離れては成立しないと考えるれる。
なお， 1 • 2 ， 3 ， 4の間陸自は主王にかみあっているζ とはいうまでもない。
以上の凶つの研究開楢は，いずれも，社会科<D'学習一指導，という運動を分析する場合，もっ
とも本貨をついた間組設定であると思う。 一一ー ζの点Kついては項を改めて，さらに述べるどとに













カーはその表者の中に次のようK述べているo(i) r・h ・..…官官l絡 しかし.~笠史とは過去の諮砂件争


















































































































の分析のえめの方法論として ，意味論ならびκ記号論理学による方法を確定し ，もって S 8年度
vc行なう'学齢-f旨議e分析の鋭点の精紋イ七をはかるJ
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- 8 - '1 
ストリ且ロクは授業(学習一指導)~ひとつのシステムとして考えるとと守録集している。@彼





































































ィー チング・マシーンとかオート メー シsンとかというコトパK舷議されて ，機減装置や，それK
かわるべーバー・ブック方.l!，テープコーダー，ソノシ トー』てよる)j法などという点κ臨心が向け
られすぎているという ζとでみる。との問題Kついて，ストリュロクはいみじ〈も次のように詣鎗
している。，@ rもうひとつ， ζのレヲテル(プログラム ，オートメーシ・ン章生後法)が誤解をまね





教育内容(数初) の分析と いうととになれば ， 当然プログ ラム作成の迎輸と深いつ念が.!J~もって
〈るのは必然である。


















































??????? ??，、?? ? ? ? ? ?
?、 C、三段論法
今，とれす記号Kよってあらわすと次の 4うUてなる。
-①命惣 r A、基本文 p ， q ， r・H ・H ・
B、後会文
人総合文 { -p 
























諭理封書面(論選定項〉にはま基本的には次の四4 しかない。それは， 'そして'"and. "あるい
1;1." or ."ならば:";.f……'hω ，mなb、" Mlである。乙の論理!鱈は舗理学者によf て，
おのおの~のような記守を用いている。象者ほ主としてRuuelのものぞ用い.時にはH必­
lIer tのものを用いる場合がめる。
B 'Ilf飴 文 ilitbart Scholz &.ssel 
ない 否定 F -p -p 
そして 迷宮 & ハ . 
あるいは 選言 V V V 
}ならば 条件 ーー参 - てコ一一一一 一一
さらに .等飽をあらわず場合には t三』が用いられ
合窓をあらわずには eコ3か 4→ 1が用いられる






さて ，先i乞あげた，大和の朝廷t'Cついての記述文を命題論理学と よτて記号化すれば ，次のよう
になるであるう。





た)f lとうして) g (日本の闘の主化ーができあがf たのです。) (とれ?大和の朝廷といい
ます。〕
との記述文は大和の朝廷~.(って国が統一されたととす説明 した文である。したがせて ， b ， d ， 
eの判断文は，h 命胞の分析文であるというととができる。 す会わち.命姐b~さらに分析すると




d( k { (大和の国は勢いが主主()+ (合わせ〉十(まわbの菌) }コ 1{大き念闘ができま
し免}) 
















(F hつGb) (F dコGb)三 (ヨh)b・d ( (ヨd)
であり，複合命題としてあらわせば
(b) 



















p -:;:， q q P pV q q p q P p 
T T T T T T T T F 
F E T F T F F T T F 
T T F T T F F T F 
l' F F F F F F F F 
ζの寅.理表にぶって検討すれば ，との教科舎の記述文全体は築true (tCなる。
















次の.c5念論理的思考ができないためと考えられる。 (ζの場合，'国H とか'強いM とか'統ー
する，というコトパの主主l来は一応解っているとして)
勢いのさかん念闘はだんだん返〈の小さな国を合pせて"大きな尽きかできましたふ...・H ・.… d 
大和の国も勢いのさかんな闘で.まわりのê!I~合わせて，大き攻国K司~j:)ました。…...・ H ・. . B 











































































































































@VC述べた命題と命題とから級合命題をつくる場合 ，ぞれが，'そして1 ( . 1であろうと'あ
るいはN <V)であろうと，基本命題がどちらも莫念る場合は，その後合文全体も真であり，そ!の
ととは臼常語であらわしでも殺かしぐ念い。たとえば
基本命題 2+ 2= 4 ・H ・H ・.….・H ・. p 
滋は青い . .・ H・..・H・.... q 
を結合して，
後合命題 p • q すなわち 2+ 2= 4であb そして 泌は腎い
i pV q ナ?をわち 2十 2=4であるから あるいは 織は青い
としても，どちらも基本命題が真である限!?，複合命題も真であり，日常務でいろいろあらわして





基本命題p， qを l:J )で結合した縫合命題
i  pコq す念わち 2+2=4 念らば 前は青い
という条件文は日常諮であらわしてみると，どうもま哨 いーと感ずる。しかし念がら，条件文の真














F (a) または Fa 
という4うKあらわすζとができる。







そのもっとも岐本の主語は，それでは何とかという ととになるが，それは「或るものJ ($Ont← 
Ih仇8 ) とか f他のあるものj という正うな，不定代名詞Kあたるものをi1i紬句~主語とする。し
たが勺て .r山本は人簡であるJという一つの文は
(%は山本である) (忽は人陶である)
という ，も勺とも基本的な 主語ー述務 からなる二つの文の特定の組合わIせと考える。 すなわち
fSはpである」
という一般的な，主諮ー述詩文は










(x) (F コG ) 
x '" 
ある zが存在し (2:は人間であ t • 
そして .xは正直である〉
↓ 
(3%) (F % ・GtI) 


















ととるが， (ヨx) (F x・G.J:)す左わち「ある人側は正面訟であるJという文の形は.r人街
であ!J，そして正直であるようなものが存在するJというととをあらわしているととになる。
とのようK考えて〈ると， r条件文J ナ~わち'ならば， 'コ、で結合された緩合文の真偽を決
定し.正 しくts理的1思考ができるためには，クラス「集合Jという考え方をもつかど うかという
ととに， 重要~関係のある ζ とに気付〈のである。との点、κついて築者は研究紀委第 3 0 集~ .フ
ッセルが論湾洋の緩底を集合蓄食~沿いた主主味について述べて拾いえ。⑫
との問題はまた .怠味論 sc_Mics ~亡事砕けるコ トパの始象の段陪と関係して〈る。そとで，条件
文の製解には ，単に議選語の機能にのみ筏点を向けるだけでなく ，コト パの主主味，特』てそのコトパ
がどの ようなクラスK属するil.d象皮のものか.さらに，上位と下位の抽象のクラスすもってゐり;
それ治結びついているというと とが大切になる。とのJ点、Kついても.研究紀要第 3 0 祭~概念の鉱
充というととKついて迩べて会いたが，とれは以上のととと向畿である。⑬
今，コトパの抽象の「ハシゴJ，. aO3'，u.ction la.dder it ⑬の伊iJ~あげてみる。








































'しかして， ζの研究方法のもっとも特色とするととるのものは ，'学寝一指導u という運動のカ
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1i主)..ζの研究を担当 し.紀宅起を執筆したのは 研究員 羽鳥敬ーである。
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